
 

（第２号様式）                                 令和６年４月25日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立岸根高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①個別最適な学習や多 

様な進路選択に対応 

できるよう､教育課 

程を編成する｡ 

②生徒が自ら学ぶ意義 

を客観的に捉える力 

を高め､｢探究力｣を 

育成する。 

③生徒一人ひとりが意 

欲的に取り組める行 

事・特別活動等を充 

実させ、生徒の主体 

的な行動の促進を図 

る。 

①設置科目や評価方法を見直

し、個別最適な学びを提供

する。 

②「主体的に学習に取り組む

態度」の適切な評価方法に

ついて検討し、生徒の学習

意欲を引き出す。 

③生徒が意欲的に参加する行

事・特別活動等を実施し、

主体的に行動する力の伸長

を図る。 

①各教科からの意見や、

「生徒による授業評価」

の結果等を集約、分析

し、研修会等を通して、

教職員の共通理解を図

る。 

②教職員向けの授業研修会

を年３回以上計画的に実

施する。 

②夏期講習の受講を促し、

生徒の学力の伸長に結び

つける。 

③行事・特別活動等の実施

の際には、生徒会本部役

員や委員会・部活動等の

生徒と意見交換を重ね、

生徒自らが主体的に行動

する機会を積極的に設け

る。 

①各教科からの取組に係る

意見、報告内容、「生徒

による授業評価」の実施

結果、研究授業の成果と

課題点を分析する。 

②「生徒による授業評価」

の実施結果、研究授業の

成果、夏期講習の受講率

等を分析する。 

③行事前に生徒会本部役員

や委員会・部活動等の生

徒と打合せを持ち、主体

的に運営できるように働

きかける。また、行事後

にアンケートを実施し、

生徒の満足度を調査し、

８割以上の生徒の満足度

を目指す。 

２ 
生 徒 指
導・支援 

①行事・部活動等を通 

して、｢協働｣の精神 

の涵養を図り、自己 

及び他者を尊重する 

態度を養う。 

②地域とかかわり、地 

域から愛され、信頼 

される生徒を育成す 

る。 

③個に応じた教育相談 

体制の充実を図る。 

①持続可能な行事・部活動の

運営体制を整備し、生徒の

主体的な活動を通して、自

己及び他者と協力して取り

組む態度を養う。 

②生徒が自己肯定感を持てる

ようにするとともに、基本

的な社会規範を尊重する態

度の定着を目指し、学校全

体で継続的に指導を行

う。   

③こころのサポート事業や相

談箱の利用を通じて生徒が

気軽に相談ができる体制作

りを進める。  

①生徒・教職員と丁寧にコ

ミュニケーションを取

り、行事や部活動等に積

極的に参加できる仕組み

を整える。 

②掲示物やＨＲ等で、貴重

品の管理等、日常生活の

注意点を周知するととも

に、頭髪や服装等も定期

的に指導を継続する。    

③各学年に教育相談係を配

置し、生徒へ周知すると

ともに、学年会において

情報交換を密に行う。   

③学年会等からの情報をも

とに、必要に応じ速やか

にケース会議に繋ぐ。 

  

①部活動加入率や部活動の

活動継続率の向上を図

る。地域と連携した行事

の実施に取り組む。 

②日常の指導を通じて、社

会規範の基本的な習慣づ

けができてきたか。また

生活指導に係る指導対象

者が減少したか。    

③生徒からの相談件数の推

移を把握するとともに、

適切なタイミングでケー

ス会議が開けたか。  

  

 

  

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 
進 路 指
導・支援 

①自己と社会を見据 

え、社会に求められ 

る力を育むためのキ 

ャリア教育の確立を 

図る。 

 

②生徒の第一志望実現 

に向けた、進路支援

の確立を図る。 

①外部の教育力を活用した授

業等をより充実させ、地域

社会と多く関係性をもつ中

で、生徒が自己と社会を深

く理解し、主体的に探究し

ようとする態度を育成す

る。 

②生徒が納得のいく進路実現

を果たせるよう、教職員全

体で共通性のあるキャリア

支援を実施できるようにす

る。 

①３年間を見通した「総合

的な探究の時間」の計画

を策定し、それを基によ

り深い地域との関係性を

構築した授業展開と、外

部講師の適正かつ豊富な

利用機会を設ける。 

①長期休業中のキャリア育

成講座数を昨年より増加

させる。 

②教職員向けの実力テスト

振返り機会（研修）を計

画実施する。 

②教職員向けにキャリア教

育や進路情報に関する資

料を活用し、情報共有を

図る。 

①「総合的な探究の時間」

を計画に沿って実施し、

外部の教育力の活用を推

進することができたか。 

①長期休業中のキャリア育

成講座数を昨年５講座よ

り多く開講できたか。 

②教職員向けの実力テスト

振り返りの機会を計画的

に実施することができた

か。 

②キャリア教育と進路情報

に関する資料を年間 15 回

以上配付、活用すること

ができたか。 

①②「総合的な探究の時

間」の生徒アンケート結

果を、全学年で向上させ

ることができたか。 

４ 
地域等と
の協働 

①地域との交流や活動 

を積極的に行い、生徒 

が主体的に活動する場 

を提供し、地域とかか 

わる力の育成を図る。 

②学校運営協議会等を 

活用し、地域に開かれ 

た学校づくりに取り組 

む。 

①地域との交流や活動の中で

生徒自らが思考、判断し行

動できるように支援してい

く。地域から期待され応援

される生徒の育成を図る。 

②学校運営協議会等を活用

し、地域等の外部からの意

見等を聞く機会を設ける。 

①生徒が地域との連携を実

感できる企画を立案し、

生徒自身が思考する場面

を増やすとともに、企画

段階から生徒の活動の機

会を増やしていく。 

②対面による学校運営協議

会を開催する。適切に資

料の配付（発信）を行

い、書面等できめ細かく

情報交換を行う。 

①各活動において振り返り

等を行い、生徒が活動を

通じて考えたことや判断

できたことをまとめる。

主体的な活動を実感でき

る関わり方をさせること

ができたか検証する。 

②学校運営協議会の場を活

用し、意見を広く聴取

し、実際の取組に活かす

ことができたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の変化に対 

応し、適切な設備・ 

備品管理や環境整備 

等に取り組む。 

②生徒・職員の防災意 

識の向上を推進し、 

地域に開かれた学校 

として連携を図る。 

③職員の事故・不祥事 

防止に努める。 

 

①教育環境の変化及び ICT 活

用のさらなる推進に伴い、

運用に適した備品等の管

理・整備を図る。 

②教育活動全体をとおして防

災教育を実施し、地域と連

携した防災対策を推進す

る。 

③教育への信頼と生徒たちの

安全・安心を守るために、

職員の認識を深める。 

 

①教職員の働き方改革を推

進するとともに、教育環

境及びICT機器等の管理や

整備に取り組む。 

②地域と連携した防災活動

や、教科等と連携して効

果的な防災教育等を実施

する。 

③事故・不祥事防止研修

を、時宜にかなうテーマ

で定期的に実施する。 

①ICT機器等の管理や設備等

の整備・活用を推進でき

たか。持続可能な教育環

境整備等に取り組めた

か。 

②地域や教科等と連携した

防災避難訓練（防災教室

等を含む）を実施できた

か。 

③適切な研修テーマを設定

し、実施できたか。 

 


